
 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 
ニューズレター2019 年４月号（第 1２号） 

「にほんご人」は日本語を使って何かをしようとする人の総称、「oi」は 

ベトナム語の呼びかけのことば。『にほんご人お～い！』は日本語を使って 

コミュニケーションをするみなさんのためのニューズレターです。 

 

◆日本語力アップ 

 

◆シンチャオ先生 

・フエ外国語大学 Nguyễn Xuân Nguyên Hạnh様 

 
◆日本語でお仕事 
・働く人―ベトナム人への質問 

株式会社 Fargreen スタッフ Trần Thanh Mai様 

・一緒に働く人―日本人への質問 

同社 営業統括本部長 坂倉 僚太 様 

 

◆もっといい先生になりたい！-国際交流基金 教師向け講座受講生の声- 

・キズコスモス教育・サービス株式会社取締役及び教師 Nguyễn Thị Dung様 

・ホーチミン市経済金融大学 Nguyễn Ngọc Minh様 

・クァンチュン教育センター センター長 Nguyễn Hồng Việt様 

 

◆中学生キャンプ参加者の声 
・Cao Thị Như Ngọc さん 

・Nguyễn Thị Thanh Thủy先生 

・Nguyễn Thị Minh Tú さん 

・Nguyễn Thị Thu Vân先生 

 

◆日本への道 
・Trần Gia Nhi さん 

・Lưu Minh Tiến さん 

・Đoàn Thị Thu Hoa先生 

 
◆まちかどのにほんご人 
・Bùi Khánh Linh さん 
・Lucia Faccini さん 
・Carlos Diaz さん 

 



 

 

 

 
 

 

～「文化って見える？見えない？？」～ 

 
国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

日本語専門家 遠藤かおり 

 

みなさんは「日本文化」と言ったら、何を思い浮かべるでしょうか？ 

アニメ、着物、神社、書道、日本料理…どのようなものを思い浮かべましたか？「文化」と言うと

目に見えるもの、つまり「見える文化」をイメージすることが多いのではないでしょうか。 

しかし、文化の概念には目に見えないもの、つまり「見えない文化」がたくさん存在します。「見え

ない文化」には、人々の価値観や規範、信条、考え方、習慣などがあり、文化の大部分を占めてい

ます。「見える文化」と「見えない文化」は密接な関係にあり、両者が一体となって「文化」を形成

していると言えます。 

日本語が上手になる、つまりこのコーナーのテーマである「日本語力アップ」のためには、日本文

化を理解することもとても大切なポイントです。このことを意識していくことで日本人とのコミュ

ニケーションが円滑になり、「日本語力アップ」につながっていくと思います。 

例えば、友人の家に食事に招待されたら、そのときお礼の言葉を言いますね。もし、1 週間後にその

友人に会ったら、またお礼を伝えるのが日本の習慣です。ある習慣では、繰り返しお礼を言う必要は

ない、と考えるかもしれません。でも日本人の意識として、受けた恩は相手に返さなければならない

と感じるので、改めてその恩を言葉に出して表すということが一般的な礼儀として定着しています。 

文化は環境や時代の移り変わりとともに変化します。男性が育児にかかわる「イクメン」という言葉

ができたのも男女の役割が変化してきたからですね。ベトナム語に置き換えると、どう言うでしょう

か？文化背景を考えてみることで、その言葉の成り立ちをより理解できるようになると思います。 

 

異文化を理解するということは、異なる人々の存在を認め、そのような人々の考え方を理解し、受け

入れていくことです。多様な価値観を認めることで、物事に対して多角的なアプローチが可能になり、

困難を乗り越えていく知恵や能力が備わっていくでしょう。 

異文化をより理解していくために、まずはみなさん自身が持つ文化や価値観がどのようなものかを意

識し、認識するところから始めてみてください！ 

 

 

【参考文献】原沢伊都夫（2013）『異文化理解入門』研究社 



 

 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

私が日本語を学び始めたのは中学校の 1年生の時です。もう

12年が経ちました。私と日本語の出会いは「運命」でした。

中学校の申込書に書いてある日本語という言葉が偶然、目に入

り、面白く感じられ、日本語を勉強することにしました。今も

う一度考えてみれば、日本語を勉強してからたくさんの良いこ

とが私に起こってきました。日本語の勉強を通して、自分の価

値観というより自分の世界がいつの間にか広がってきたので

はないかと思っています。特に、母国を離れて日本へ留学し、

違う国籍、違う文化のある人たちと出会い、共通語として英語

ではなく日本語で人とのコミュニケーションができ、その時に

私は日本語を選んだのではなく、日本語に選ばれたのではない

かと考えました。私の人生において起こってきたすべての物事

は日本語との運命のおかげではないかと思っています。 

今月号は、中学時代から日本語を勉強し、現在は母校のフエ外国語大学で日本語教師をしている NGUYỄN 

XUÂN NGUYÊN HẠNH 先生にお話を伺いました。日本語学習者の先輩として、そして人生の先輩として

のお話をお読みください。 

 

日本語を学ぶ時に「日本語の勉強で何が一番難しいですか」と聞かれたら、ほとんどの日本語学習者は聴解、

読解、漢字などと答える人が多いようですが、私にとってはコミュニケーションが一番難しいです。なぜかと

いうと、どんな外国語を勉強しても、その言語がコミュニケーションに使えなかったら、勉強するのも楽しく

なくなるからです。日本語は日本人が作り上げてきた社会から生まれた言語です。日本語の本質は会話の道具

ではなく、人とのコミュニケーションツールだと思っています。ここでの会話とコミュニケーションの違いは、

ただ語彙を並べて文法を使って言いたい文を作るだけではなく、お互いが尊重し合い、相手を思い合って使う

ということです。つまり、実際のコミュニケーションの場面では、文法を理解するだけではなく、相手の同感

を得ることはもちろん、話して感じることも必要ではないかと思っています。 

 
しかし、この「感じる」というのはすぐにできるようになるものではない

と思います。ほとんどの学習者は本に書かれている文法、語彙に注目して

勉強していると思います。しかし、実は、本に書いてある基本的な知識と

同時にコミュニケーション能力などをつけながら、その国の人の意志をは

っきり理解することが日本語能力を高める一つの方法ではないかと思って

います。 

これから、日本語自身の魅力に頼るだけではなく、日本語学習者がどうや

って日本語を使うか、日本語を使ってどんなことができるかということで

も日本語の上達が決まると考えています。ですから、外国語ではなく、幽

玄な友達のように日本語を楽しんで調べたら、必ず面白いことを見つけら

れるはずだと思います。 

 



  

  

 

 

 

 

 

   

  

 

   

 

    

 

◆なぜこの職場を選びましたか。 

ベトナム農家を支援したいと思い、この職場を選びました。 

私は何度か日本で生活していたことがありますが、いつも田舎の地域に滞在し

ていました。私の認識では、日本の農家は一生懸命働いて、収入も良く、生活

の質は市内に住んでいた人々たちより低いというわけではありませんでした。 

しかし、帰国後にベトナムでは状況が全く逆であることに気づきました。ベトナム

の農民たちは勤勉であることでも知られていますが、生活が苦しく、大都市でよ

り良い機会を見つけるために農業を放棄し、土地を捨てざるを得ない人々も増

加してしまっています。 

Fargreen は農村や農家を支援するために働いています。Fargreen のきのこ生

産ネットワークに加わることによって、農民がより多くの収入を得ることを援助す

ることで、彼らが彼らの土地に留まることを可能にします。 

私は、このやりがいのある仕事で自身も貢献したいと思い、前職の日系企業を

退職し、Fargreen で働き始めました。 

「日本語でお仕事」のコーナーでは、日系企業で働くベトナム人の視点から仕事について感じたことや経験

についてお話を伺っています。また、同一の職場で働く日本人にもお話を伺い、立場の異なる視点から仕事

について感じたことや経験について記事にし、掲載しています。今号のインタビューに答えてくださったのは、

ハノイにある農業団体、Fargreenで働く Trần Thanh Mai様（スタッフ）と坂倉 僚太様（営業統括本部

長）です。 

◆業務内容を教えてください。また勤務時間はどれくらいですか。 

Fargreen はスタートアップなので、複数の作業を同時に行うことを求められます。私は販売、マーケティング、コミュニケ

ーションを担当しています。そのため、常に多忙を極めています。通常の勤務時間は9時～18時ですが、時には時間外

に仕事をすることもあります。私の趣味は寝ることで、一日に 10 時間も寝ることが前職時代ではありましたが、Fargreen

で働き始めてからは、時には眠りを犠牲にしなければいけないこともあります。もちろん、この仕事が大好きなので、忙しい

ことは良いことだと思います。 

◆日本人と働いていて驚いたことはどんなことですか。 

日本人は思っていたほど生真面目だったり、厳しいわけであったりするわけではないという事が、私が感じた印象です。私が

今まで一緒に働いた日本人たちはとても面白くて、ユーモアな方々ばかりです。 

仕事の面では、本当に人によって作業スタイルは異なると思いました。期限を厳守する人もいれば、新しいアイデアが出てき

たときに非常に柔軟な方もいます。また納得していないことに対して「No」と言える日本人と、そうではない日本人もいて、人

によって本当に様々だと感じました。 

私は今までの経験から、すべての日本人を一般化することに意味がないと学びました。なぜならそれぞれが独自の個性を

持っていることを理解したからです。ただ、日本人には「何事にも熱心で、協力的である」という共通点があると思いました。 

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話はありますか。 

私の同僚はとても親切で楽しいです。Fargreen で働くことで、日本人をはじめ、さまざまな文化や背景を持つ人々と仕事をする

機会がたくさんあります。私の現在の日本人の同僚はクレイジーなアイデアをたくさん持っている、楽しい人です。そのうちの一

つとして、昼食後に私たちが使った弁当箱を洗う人を決めるゲームをしていて、私たちはこのゲームを本当に楽しんでいます。 



 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

  

  

 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

私たちは常にチームで働いているので、コミュニケーションはとても重要だと思います。Fargreen の人々は異なる背景を持

っている人が多いので、他人の立場に考えを置くことは非常に重要です。また、意見が異なる場合は、積極的に意見を表

に出してほしいと思っています。それは自分自身を助けるだけでなく、チームを結束させ、より良い解決策へと導くことがで

きると思うからです。 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

私の夢は、短編の漫画や映像を通じてグローバルに広がるFargreenのブランドキャラクターを創ることです。ブランドキャ

ラクターで、Fargreen のストーリーをより多くの人に届けることで、人々が自然を愛し、自然豊かな社会で生きることの大

切さを伝えていきたいです。 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、アドバイスをお願いします。 

敬語を使うことに対して難しいと感じている方がいれば、無理して使う必要はないと思います。ただし、丁寧な言葉を使うこ

とがとても大事だと思います。例えば、「る」で終わる形の日本語を使う代わりに、「ます」で文章が終わる形の日本語を使

うように心がけるといいと思います。日本人は本当に丁寧さを心がけている人たちだと思います。もちろん、彼らはあなたが

外国人であることを理解しているので、あなたの日本語が完璧でなければならないと期待していないと思いますが、少なく

とも、丁寧であることはコミュニケーションを取るうえでとても大切なことです。 

◆御社（貴社）の概要を教えて下さい。 

Fargreen はキノコを主な商品として生産する農業団体です。単に農産物を生産

するのではなく、ベトナムで社会問題となっている大気汚染と農家の貧困問題を

解決することを目的としています。ベトナムでは農家が稲の収穫後に藁を焼却処

分してしまうために、大気汚染が問題となっております。そこで我々は藁を農家か

ら買い取り、藁を使って農作物を生産することで、間接的に大気汚染問題を解決

しています。キノコを収穫し終わった後も、藁を肥料として稲作や野菜栽培へ利

用することにより、資源を無駄することのない、持続可能なビジネスモデルを保持

しています。卸先としてホテルやレストラン、オーガニックスーパーなどハイエンド

のお客様向けに商品を提供させて頂いております。 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください。 

Fargreen はスタートアップ企業なので、すべてがゼロから始まったばかりです。スムーズなオペレーティングシステムがあ

りません。何かをスタートした後に、改善を施すことが頻繁にあります。時には多くの努力を注いで完成させたものをやり直

したり捨てたりすることもあるので非常に心苦しく、勇気が必要だと思うことが多々あります。 

私たちは生産業です。きのこ、米、野菜などすべての作物に対していかなる化学物質も農薬も使用しません。したがっ

て、生産性が非常に低く、その結果お客様への商品の提供量が満足いただけないこともあるため、営業担当者として、お

客様と注文量の調整をすることがあります。せっかくお客様にご注文頂いたにも関わらず、商品を注文通り提供できない

時には大変心苦しく思います。「申し訳ありません」と心から謝ることは、仕事の中で最もつらいことの一つだと思います。し

かし、現在生産の拡大を行っているので、状況がすぐに改善されることを願っています。 



 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆働いていて嬉しかったこと、楽しかったお話しはあります

か。 

お客様と直接触れ合うことが少なく、基本的にパートナー

企業様と仕事をする機会が多いのですが、イベント出店な

どで直接お客様とお話する機会が何度かありました。その

際に我々のビジネスモデルに深く共感して頂いた時には、

このビジネスをやっていてよかったなと思いましたし、数ある

選択肢の中から Fargreen の製品を選んで頂けて、非常に

嬉しく思います。 

 

◆将来の夢、目標はなんですか。 

日本・ベトナムに限らず、海外で社会に貢献でき

る仕事を続けていきたいと思っています。

Fargreen での仕事を通じて、ただビジネスをする

のではなく社会課題の解決や社会への貢献の重

要性に気づいたので、このコンセプトを忘れずに継

続することが目標です。プライベートな目標は庭

にピザ窯を自作してみたいです(笑) 

 

◆働く上で大切にしていることはなんですか。 

自身のチームには「Enjoy」をテーマに働いてもらっ

ています。社会人１年目の時に、何をするにも緊

張してしまっていることに気づいてから、緊張したり

困ったり辛いときこそ「Enjoy」と自分に言い聞かせ

て働くようにしています。 

 

◆業務内容を教えてください。また勤務時間はどれく

らいですか。 

私は日系企業から現地ビジネスの活性化のために１

年間の期限付きで働いております。担務は営業全般

を担当しておりますが、現在はファームへのツアー企

画など Fargreen のプロモーションを通して、我々の認

知度を高める業務を行っております。勤務時間は月

曜から金曜の９時～１８時です。 

◆ベトナム人スタッフと働いていて驚いたことはど

んなことですか。 

愛社精神が非常に強いと思いました。あまり口には

出したりはしていませんが、自社のビジネスや製品

への愛着を節々に感じます。日本人は少し恥ずか

しいからか、あまり自社への愛着を表に出す人が

少ない認識ですが、ベトナムの方からは強く感じた

ところが驚いたことでした。 

 

◆日本語でのお仕事を目指している方へのコメント、

アドバイスをお願いします。 

日本語での仕事は、他の国では要求されないような

細かいことを要求されたりする事も時にはあると思い

ます。「出来ないよりは、出来るようになったほうがい

い」の精神で、ポジティブに受け止めてもらえたらと思

います。 

 

 

◆職場での失敗談、苦労話をお聞かせください。 

細かい作業をお願いすることによく苦労しています。商品に

ステッカーを貼り付ける作業等、少々細かい作業が苦手

な従業員が多く、どうしても乱雑な出来栄えになってしまっ

ていたことがありました。丁寧に作業するように伝えても「ベ

トナム人は気にしないから大丈夫」という答えが返ってくる

ばかりで、私が一からやり直すのも少し嫌味ですし、どのよ

うに伝えればもう少し丁寧に作業してくれるか未だに悩んで

いることもあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「皆さん、こんにちは。コスモスのズンです。」というのは毎回ビデオを録画するとき、ビデ

オの初めに私が言う言葉です。2014 年にコスモス日本語 Youtube チャンネルやコスモ

ス日本語Facebookファンページを開きました。その2年後、先輩方とコスモストレーニン

グ・サービス株式会社を設立することにしました。 ベトナム人日本語学習者に向けて、

日々教え方の改善に腐心していました。そのうちに、昨年の 12 月に国際交流基金主催

の新規日本語教師育成講座に参加することができました。本講座では、文法授業の流

れや読解授業を楽しくするための様々な活動を教わることができました。早速、自分の

授業に取り込んでみたところ、解けなかった問題が解けた瞬間に、ぱっと輝く学生の顔が

見えてきました。また、教育担当者にとって役に立つ学生評価をはじめ、教材分析、コー

スのデザインも勉強することができました。ほかにも、授業でどのように日本事情・日本文

化を効果的に入れ込むかも、教えていただきました。更に、先生方からの経験談を聞い

て、プロフェッショナルの日本語教師になる道の大変さ、楽しさがよく分かり、そんな先輩

方に次ぐことができるように頑張りたいと思っております。どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

【キズコスモス教育・サービス株式会社取締役及び教師 Nguyễn Thị Dung様】 

国際交流基金ベトナム日本文化交流センターでは、ベトナムにおける日本語教育の推進のために、ベトナムの日本語教育

の将来を見据え、日本語教師養成のための講座を強化しています。今回はハノイで行われた新規日本語教師育成講座、

ホーチミンで行われた教授法講座に参加された方にお話を伺いました。 

 

【ホーチミン市経済金融大学 Nguyễn Ngọc Minh様】 

今大学で日本語を教えています。何よりも教えるのは面白いです。誰

でもうまく教えられるようになりたいと思います。しかし一番大切なのは

学習者に楽しさを伝えることです。 

この講座に参加する前にも一番上手に教えていると思っていましたが、

それは違いました。ここでは色々な先生により良い教え方を習ったり、

面白い授業を作ったりしました。単に勉強だけでなく、効果的な教え方

が必要です。 

今後も、学生に日本語を教えるし、日本事情の調べ方を教えます。 

いい授業を作るつもりです。学生がわかるようにたくさんの場面を見せ

てあげます。 

学習者に先生でも勉強を続けますよと言います。いくら大変でもあきら

めずに、ぐっと我慢します。習ったり、教えたりするのが大好きです。 

―国際交流基金 教師向け講座受講生の声― 

 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 



 

 

 

 

 

 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

皆さん、こんにちは。 

私は Nguyen Hong Viet です。実習生の為に日本語を約３年間教えた経験がありま

す。私が日本語を教えることになったのは偶然です。 

日本から帰国した後、昔の恩師から手伝いに来て欲しいと依頼され、私はしばらくセン

ターで働くことに決めました。そこで始めた日本語教師の仕事が、私は大好きだと感じ

ました。 

しかし、正式な訓練校に通っていない私は、自分自身を先輩と認識し、後輩に日本語

を学ぶ方法を伝え、更に日本人の日常生活と日本の習慣にも注意を払って教えるこ

とを意識しています。 

私は恩師に日本語を学んだ後、いつも自分の意図を確認、認識し、日本語の授業を

見つけて参加しようとしました。最も基本的なステップから学びたいと思いました。 

センター長として、仲間の学生に日本語を教えるだけでなく、経験の浅い新しい教師に

も教育のスキルアップをさせたいのです。 

2017年に私は国際交流基金ベトナム日本文化交流センターについて知りました。それ以来、私は国際交流基金ベトナム日本文

化交流センターが主催するコースを常に見てきました、そして 2018 年までに、基金が 3 つの教師養成コースを計画したことを知

ったのは素晴らしいことでした。ハイフォンで第 1 回現職日本語教師教授法講座（初級レベルの教授法）、ハノイで第 2 回現職日

本語教師教授法講座（中級レベルの教授法）に登録し、全てのコースに出席することが出来たのはラッキーでした。 

現在、新規教師育成講座に参加しています。（4 ヶ月位）私は今まで修了したコースに加え、更に第 3 の新規コースに進むことが

出来ました。私はコースに参加する時とても良い気分です。  

国際交流基金ベトナム日本文化交流センターの日本語専門家とハノイ国家大学外国語大学の日本語専門教師の新しい教授

法は私自身を訓練するのに大いに役立ちました。  

私は基本的な教育スキルを習得しただけでなく、新しい指導方法、注意力（集中力）、思慮深さを学び、自分自身の教育思考を

向上させるだけでなく、その内容を反映させた授業で 学生さんが面白い！楽しい！と感じ、皆さんの活動、会話力、自信をアッ

プしていければと思います。 

私は学び、そして交流する機会に恵まれました。私達が日本語教師の仕事を楽しめるようにレッスンを構成、実践してくれた国際

交流基金ベトナム日本文化交流センターに感謝申し上げます。        

日本語の教育を受けている全ての学生がより良い学習機会を得て、トレーニングの質を向上させることができるように、コースが

増々頻繫に編成されることを願っています。 

どうもありがとうございました。 

 

【クァンチュン教育センター センター長 Nguyễn Hồng Việt様】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、こんにちは！私はハノイのバーヴィーで行われたベトナム中学生日本語キ

ャンプ 2019に参加した 51人の代表の、カオ・ティ・ヌ・ゴックと申します。 

今回は初めてこのキャンプに参加しましたから、寝られないほど心配しました。３日

間誰と一緒にいるのか、誰と同じグループになるのか、他の人と友達になれるのかな

どの不安もありました。この不安は私の頭から全然離れなかったです。多分皆さんも

私と同じ気持ちだったでしょう。しかし、ベトナムの三つの地域の北部、中部、南部

から来た皆さんに直接会った時、その不安な気持ちは変わりました。みなさんは親切

で、優しくて、私に困った事があったら、いつでも手伝ってくれました。 

いつの間にか皆さんの笑顔が私たちのグループに力をくれて、凄く素敵な劇を作るこ

とができました。時間は短かったですが、面白くて、私にとって役に立つ経験でした。

このキャンプを通して、少しでも自分の成長を感じることができました。そしてリー

ダーシップスキルもプロジェクト管理スキルも深く理解することができました。その

スキルはとても大切で、きっと勉強と将来の仕事に役に立ちます。また、先生方のお

陰で、「ふるさと」の意味が詳しく分かりました。そして、私の心に残っていることは

皆さんの優しさと親切な気持ちです。 

3 月に 2019 年度のキャンプにはじめて参加してきました。本当に楽しくて、有意義

な時間でした。生徒たちの熱心な姿を見て、感動してしまいました。たった３日間で、

はじめて会ったばかりの友達と皆が努力して、さまざまな活動に参加し、自分なりの

思い出もたくさんできたと信じております。メインファシリテーターとして行きまし

たが、各地の先生方と関係作りもでき、いろいろ勉強にもなりました。ほとんど知ら

ない生徒たちの指導や管理はかなり難しかったですが、順調に進めることができたの

も素晴らしかったです。それは基金の専門家をはじめ、各地の日本語専門家と他のメ

インファシリテーターやグループファシリテーター、参加教師の皆様のおかげだと思

っています。いい記念になり、本当に感謝しております。 

「ベトナム中学生日本語キャンプ 2019」が 2019年 3月 1日（金）～3月 3日（日）

にハノイで開催されました。６つの都市・地域（ハノイ、ハイフォン、ビンズオン、

ダナン、フエ、ホーチミン、ビンズオン）で日本語教育が行われている中学校 32 校

から生徒 51名、教師 17名が参加しました。 

多分これらは一生忘れられない記憶でしょう。劇の内容を相談している時、自分の思い通りにならないとイライラ

する人もいるかもしれませんが、そのあと、他の人の意見をよく聞いて、面白くて、意義ある劇を作ることができ

ました。これから、一生懸命日本語を勉強して、夢に向かって、日本で皆さんと先生方に会えるように一歩ずつ前

に進んでいきたいと思います。 

そして、今回このようなキャンプに参加する機会をくださった国際交流基金やかめのり財団など多くの方に礼を言

いたいです。本当にありがとうございました。 

 

参加生徒の感想 

Cao Thị Như Ngọcさん 

ファシリテーターとして参加した先生の感想 

Nguyễn Thị Thanh Thủy先生 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャンプに参加して、自分自身にとって多くの有益なことを学びました。  

そして私の「ふるさと」をより理解することができました。 同時に、私は他の参加者や

先生方の地方についても学ぶ機会がありました。日本語でのコミュニケーションに自信を

持つことができ、グループで活動をするときにはみんなと協力して、より多くの知識を身

に付けることができました。最後に、私たちが交流し、色々なことを学ぶ機会を与えてく

ださった、国際交流基金およびかめのり財団へ、心より感謝申し上げます。特に、全プロ

グラムにわたって、サポートしてくださった先生方へも感謝申し上げます。私はこれから

も日本語を一生懸命勉強し、越日の友好関係がますます深くなることに貢献するという大

きなモチベーションを持って、より色々なスキルを身につけていきたいと思います。 

私はビンズオン省で教えている日本語教師のグエン・ティー・トゥー・ヴァンです。今

年で「ベトナム中学生日本語キャンプ」への参加は３年目です。キャンプに参加するこ

とで、学生だけでなく、教師も日本語教育以外に、日常生活で実践できることについて

学ぶことができました。すべての学生の心に深く入りこんだこのキャンプの非常に深く、

意味のあるテーマはふるさとで、現代社会の急速な成長や学校での勉強の忙しさから忘

れてしまっていた、子供時代をすごした「ふるさと」への愛を呼び起こしてくれました。 

今回のキャンプに参加した私の役割は、生徒を観察することです。このキャンプを通し

て、生徒の 3日間の努力が見られただけでなく、各生徒が持っている長所を観察する 

ことも非常に役立ったと感じています。最後の日に生徒一人一人に私からのメッセージ 

◆キャンプの活動の様子◆ 

参加生徒の感想 

Nguyễn Thị Minh Túさん 参加教師の感想 

Nguyễn Thị Thu Vân先生 

カードを渡したときは本当に感動しました。これから、生徒たちが自分たちの長所を伸ばし、短所を克服してくれ

ることを祈ります。生徒たちと一緒にキャンプに参加したことは忘れられない思い出となるでしょう。この思い出

は自分自身の日々の生活のモチベーションとなります。キャンプでは、生徒達は楽しい時間を過ごし、全国の友達

を作り、さらに日本語とチームワークについても学びました。それはとても大切なことです。 

※執筆者のベトナム語原稿を翻訳して掲載しています。 

 

※執筆者のベトナム語原稿を翻訳して掲載しています。 

 

私はビンズオン省、タンビン中学校４年生のグエン・ミン・トゥーです。 

ハノイで２泊３日で行われた「ベトナム中学生日本語キャンプ 2019」に参加できたことは大変幸運なことだっ

たと思います。全国から集まった生徒たちは、みんな日本語が上手で親切で、チームのタスクを聞いた時、一致

団結できる人達だと思いました。生徒達は日本語がとても上手で流暢だったので、私は新しい言葉をたくさん学

びました。先生方は、私たちが自信を持って日本語でコミュニケーションを取れるよう、熱心にサポートしてく

ださいました。また私たちが「国」や「ふるさと」について深く理解できるよう、「ふるさと」というテーマで

活動をしてくださいました。 

演劇ではアイデア、ストーリー、登場人物、演技用小道具まで自分達で作り上げ、参加者全員と一緒に活動し、

またグループのメンバーもとても努力したので、とても楽しかったです。 



 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私はチャンフー専門高等学校の三

年生のチャン・ザ・ニーと申します。

年始の１月 28日に JENESYSとい 

私はドアン・テイ・トウ・ホアと申します。現在ハイフォンのチャンフー専門高等学校で日本語

を教えています。 ミン・テイエン君とザ・ニーちゃんは当校の 12 年生です。二人は日本語に興

味を持っている、非常にアクティブで情熱的な学生です。ミン・テイエン君は頭が良く、ユーモ

アがあり、いつも挑戦したがっています。ハイフォンとハノイでの日本語スピーチ大会に参加し

ました。コンテストの本番まで 3 回も出られました。まだ入賞していませんが、あきらめないよ

うにしています。 ザ・ニーちゃんは活発な副クラス長として非常に熱心に学校やクラスの活動

によく参加します。 ザ・ニーちゃんは学校の現代舞踊やよさこいクラブに加入しました。学校

のイベントでは日本語とベトナム語の司会で良い役割を果たしました。また、彼女も 2 つのハノ

イの日本語スピーチコンテストに参加し、奨励賞や 2 位の優秀賞をもらいました。二人の不断の

努力は、日本を訪問して、交流、体験、勉強する Jenesys というプログラムの奨学金によって報

われました。この奨学金を受けるために作文とインタビューをパスしなければなりませんでし

た。帰国して、二人は他の学生に経験したことを紹介しました。現在、二人は大学入学試験で忙

しいです。今回の日本での素晴らしい経験を含めて、チャンフー専門高等学校で有意義な時間を

過ごせたことを願っています。 

 

「JENESYS2018」招へい事業の一環として、ベトナムの高校生および大学生 23名が 1/29～2/5 まで訪日し、「日本語

コミュニケーション・日本文化交流」をテーマとするプログラムに参加しました。一行は東京都と群馬県に滞在し、

日本の伝統とポップカルチャー双方に触れる機会を得ました。群馬県では富岡製紙場を訪れ、日本の近代化を象徴

する工場を見学しました。学校交流として訪れた尾瀬高校では、日本人高校生と積極的に日本語で会話し、同世代

間の交流を楽しみました。さらに２日間のホームステイプログラムも体験し、日本文化への理解を深めました。今

回はハイフォンのチャンフー専門高校のみなさんにお話を伺いました。 

Trần Gia Nhi さん 

 

Lưu Minh Tiến さん 

 

皆さん、こんにちは。私はルウ・ミン・ティエンと申します。 

今、ハイフォンのチャンフー高校の３年生です。今年の年始、

JENESYS というプログラムで日本を見学する夢が実現でき

ました。日本に対しての第一印象はすごく寒かったということ

です。ハノイにおいて離陸する前にやく 17 度だったのに羽田

空港に着陸してから飛行機を出たばかりで大変寒くなったと

感じました。ハノイの温度より 10 度以上さがったわけです。

そして、日本の多くのことに憧れてしまいました。「どうして

ラッシュアワーでも渋滞しない？」とか「どうしてみんなさん

が信じられないぐらい互いに挨拶するの」とかの質問が頭に浮

かび上がり続けていました。この理由で自分の心が変にわくわ

くしたのかもしれません。インターネット、テレビを通じて、

伝統的な文化と「てんぷら」「さしみ」という食べ物も知りま

したが、食べてみたことがありません。このトリップは初めて

のトリップだと思っています。初めて雪を見たり、スキー場で

スキーしたり、雪の上に横になったりできました。日本人の定

食も栄養が足りて、少し食べてもおなかがいっぱいでした。ホ

ームステイの時、ホストファミリーが親切にごちそうしてくだ

さって、心から感謝しております。帰国して以来、3 週間にな

りますが、あの日の記憶は未だに胸に住んでいる。本当に有意

義な体験でしたよ。 

うプログラムで日本へ行きました。 

８日間日本で過ごしました。今回初めて雪を見ました。 

成田空港に到着したら温度が低く、風が強く吹いて、とても寒か

ったです。今年、見学する群馬県で雪が降ると聞いていたので、

わくわくしていました。それでもあまり寒くないだろうと思って

いました。雪が降らないところに住んでいる私たちはだれでも雪

を見ることを楽しみにしていました。私の期待に応じて、スキー

場へ行かせてくれました。そこでスキーをしたり、皆さんと一緒

に雪で色々な遊戯をしたりしました。とても楽しかったです。ま

た群馬県の尾瀬高校も訪問しました。高校の皆さんはとても親切

にしてくれました。それで感謝しました。ホームステイも体験で

きました。お母さんは料理が得意で伝統的な日本料理を作ってく

れましたから実母のような感じがありました。つぎに、東京で浅

草にある浅草寺を見学でき、よい年になり、希望の大学に合格し

ますように祈りました。最後に一番の印象はマンホールの蓋の模

様です。信じられないほど綺麗でした。ベトナムのように他の国

はマンホールに全然こだわらないと思います。しかし日本ではさ

まざまな工夫をして、色々な模様で作られたマンホールは私をび

っくりさせました。どうして日本人はこれまで考えられるか自問

しました。それをあえてやっているのがとても日本人らしいなと

思います。 

「人生は旅である」と言われています。今回のように日本へ行く

機会があるといいです。素晴らしい人に出会って行ったことがな

いところへ行けて色んなことが学べました。有意義な時間を過ご

すことができ、いい思い出になったと思います。帰国しましたが

日本で出会った人や体験したことを絶対に忘れられません。 

Đoàn Thị Thu Hoa 先生 

 

※執筆者の日本語原稿を一部修正して掲載しています。 

 

※執筆者の日本語原稿を一部修正して掲載しています。 

 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

 



 

Bùi Khánh Linh さん 
小さい頃、日本語はもちろん日本のことも知りませんでした。日本語
を勉強しはじめてから日本のことが分かるようになりました。日本はベ
トナムと違うところが多いので、日本語を通して日本人に聞いてみた
いのです。今は、日本語教師として仕事をしています。担当は、大学
2年生の聴解の授業です。それに加えて、日本人の留学生にベトナ
ム語を教える仕事もしています。日本語を教えている間に、自分はベ
トナム語が大好きであることに気づきました。なので、日本に留学し
て、ベトナム語教育について研究する予定です。将来、日本人にベト
ナム語を教えて、ベトナムの文化も紹介したいと思っています。 

「あれっ。日本語話せるんですか?!」          
街を歩いていると、いろいろなところで日本語が話せるベトナム人の方にお会いします。片言の日本語が話せる人から、流暢に話
せる人までさまざまですが、皆さん一人ひとりが何らかの目標を持って日本語を身に着けようとしているにほんご人だということが
分かります。 
このコーナーでは街角でお会いしたそんなにほんご人のみなさんから、どうして日本語が話せるのか、日本語を使ってどんなこと
をしたいかということについて、お話を伺いました。どうぞご覧ください！ 
 
 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

 

Lucia Faccini さん 
私の名前はルシアファッチニです。ベネズエラ人です。26 歳です。最初に
日本語の勉強を始めた理由は日本の音楽とアニメと漫画が好きだったから
です。勉強し始めてから日本文化も好きになりました。先生は日本人だから
いつも日本の生活と習慣のことを教えてくれました。 
今、国際学校で、高校の美術のクラスを先生として担当しています。国際
学校なので日本人の生徒もいたり、日本語での会話が出来ることが仕事の
一つの楽しみです。 
将来は、日本に住んでみて、自分の日本語能力や日本文化との関係を深
めたらいいと思っています。 

Carlos Diaz さん 
最初は日本の詩が読めるようになりたくて、日本語を勉強し
始めたが、どんどん日本文化や日本語も好きになりました。
結局、詩は読めるようにはなれませんでした。  現在は、
国際学校の先生として、たまに会う日本人の生徒との関係
を深めるのに日本語がとても役に立っています。  将来
は、日本で働き、自国（ベネズエラ）との架け橋になれたら
いいと思っています。 

※執筆者の日本語原稿をそのまま掲載しています。 

 

※執筆者の日本語原稿を編集して掲載しています。 

 



 

無料日本語学習サイトで日本を学ぼう！  

日本語学習サイト「みなと」の特長 

・オンラインで自学自習 

 いつでもどこでも日本語が学べます 

・入門から学べる全５０コース，１コース１時間から 

 レベルに応じて，少しずつ学習できます 

・レベルチェックテストあり，ベトナム語の解説あり 

 学習の進度を確認し，しっかり復習できます 

・各コース毎に修了書発行 

 達成感があり，やる気が継続します 

https://minato-jf.jp 

登録は簡単です。是非ご利用ください！ 

みなと登録方法案内動画 

日本国外務省所管法人の国際交流基金が運営しています。 

発行／国際交流基金ベトナム日本文化交流センター 

監修／安藤
あんどう

敏
と し

毅
き

（同センター 所長） 

     小川
お が わ

京子
き ょ う こ

（同センター 日本語上級専門家） 

編集／森近
も り ちか

美
み

菜
な

（同センター 日本語指導助手） 

     長田
お さ だ

あさみ（同センター アジアセンター調整員） 

Nguyễn Văn Đoan翻訳／ （  ダナン外国語大学日本語学科）

Vương Linh Chi (同センター アシスタントプログラムオフィサー） 

 


